居 合せた 三人の 官吏と 一 寸話 をした。 その 官吏 を ソロ 

を か 

ド フニ コフは 馬鹿な、 可笑しい、 時代 後れな 男 達 だと 

思って ゐ るので ある。 なぜ さう 思 ふかと いふに、 只官 

吏 だからと 云 ふに 過ぎない。 それから 物 売場 へ 行って 

物 を 食って、 コニャック を 四 杯 飲んだ。 総て こんな 事 

は 皆 退屈に 思 はれた。 それで 十 時に 倶楽部 を 出て 帰り 

掛けた。 

曲り角から 三 軒 目の 家 を 見る と、 入口が パン屋の 店 

ともしび 

になって ゐる 奥の 方の 窓から、 燈 火の 光が 差して、 そ 

の 光が 筋の やうに なって ゐる処 丈、 雨 垂がぴ か/ \光 

つて ゐる。 その 時 学士 はふい と 先き に 出逢った 見習 士 



しま ふが 好い か、 それとも 待って ゐ るが 好い かと、 判 

断に 困った。 

パン屋の 店の 処の 入口の 戸が 開いた。 そして 真黒い 

長方形の 戸の 枠から ゴロ ロボ フの 声が した。 

「先生。 あなたです かご 

ソロ ドフ 二 コ フは まだ どうしょう とも 決心が 附 かず 

にゐ た。 そこでた めら ひながら 戸口に 歩み寄った。 闇 

の 中に 立って ゐる ゴロ ロボ フは 学士と 握手 をして、 そ 

して 自分 は腋へ 寄って、 学士 を 通さう とした。 

「いやはや、 飛んだ 事に なった。 とう/ \ なんの 用事 

もない に、 人の 内へ 案内 せられる ことにな つた」 と、 



はづ して、 帽子 を 脱いで、 杖 を 部屋の 隅に 立てて 置い 

た。 

「どうぞお 掛けなさい」 と 云 ひながら、 ゴロ ロボ フは 

学士に 椅子 を 勧めた。 ソ ロド フニ コフは それに 腰を掛 

まはリ 

けて 周囲 を 見廻した。 部屋に 附 けて あるの は ひどく 悪 

い ランプで ある。 それで 室内が 割合に 暗く て 息が 籠 つ 

たやう になって ゐる。 学士の 目に 這 入った の は、 卓が 

，os 一 、 

一 つ、 丁寧に 片附 けて ある 寝台が 一 つ、 壁の 前に 不規 

則に 置いて ある 椅子が 六つの 外に、 入口と 向き合って 

ゐる 隅に、 大小 種々 の 聖者の 画像の、 銅の 枠に 嵌めた 

ほ や 

のが、 古びて 薄 黒くな つて ゐて、 その 前に 緑色の 火屋 



「今 君 は 何 を さう 念入りに 考 へて ゐ たの だね」 と、 医 

学士 は 云って、 腹の 中で は、 こん 度 もき つと 丁寧な、 

恭 しい 返辞 をす る だら うと 予期して ゐた。 言って 見 

れば、 「い、 え、 別になん にも 考 へて はゐ ませんで した」 

なん ぞと云 ふだら うと 思った ので ある。 

ところが、 見習 士官 はぢ つと 首 をうな 垂れた 儘に し 

てゐ て、 「死の 事です よ」 と 云った。 

ソ ロド フニ コフ はも 少しで 吹き出す 所であった。 此 

男の 白つ ぼい 顔 や 黄い ろい 髪と、 死 だのなん のと 云 ふ、 

深刻な、 偉大な 思想と は、 ^何にも 不吊 合に 感ぜられ 

たからで ある。 



にならない と 云 ふ ものです ご 

ソ ロド フニ コフの 頭へ 血が 上った。 そして 腹の 中で、 

「なんと 云 ふ 物の 言 振 を しゃがる の だ、 藁の やうな 毛 

を 生やして ゐる 餓鬼 奴が」 と 思った。 

「そんなら 君 は 自己の 境界 を 領解して ゐ ます かご 

r ゐま すご 

うけた ま は 

「ふん。 こり や あ 承 り 物 だ ご 

「人間 は 誰でも 死刑の 宣告 を 受けた ものと 同じ 境界に 

ゐ るので すご 

これ は 昔から 知れ 切 つて ゐる 事で 人が 度々 言 ひ 古し 

た 事 だと、 ソ ロド フニ コフ ははつ きり 思った。 そして 



忽ち 安心した。 昔から 人の 言 ひ 古した 事 を、 さも 新し 

さう に 云って ゐる此 見習 士官よ リは、 自分 は 比べ物に 

ならない 程 高い 処にゐ ると 感じた ので ある。 

「古い 洒落 だ」 と、 ソ ロド フニ コフは 云った。 そして 

ポケットから 葉巻 入れ を 出して、 葉巻に 一 本 火 を附け 

て 帰らう とした。 

その 時 ゴロ ロボ フが 云った。 「わたくしが 昔から 人 

の 言 はない、 新しい こと を 一一 一一 n はなくて はならない とい 

ふ 道理 は ございません。 わたくし はた y 正しい 思想 を 

言 ひ 表せば 宜しい と 思 ひます ご 

「ふん。 なる 程」 と、 ソ ロド フニ コフは 云って、 今の 



「い、 え。 死 だっても 矢 張 不自然な 現象で、 或る 暴力 

的な ものです」 と、 見習 士官 は 直ぐに 答へ た。 丁度 さ 

う 云 ふ 問題 を考 へて ゐた 所であった かと 思 はれる やう 

こ-つき 

な 口気で ある。 

「ふん。 それ は 只 空虚な 言語 に過ぎない やうです な」 

と、 毒々 しくな く 揶揄 ふやう に、 ソロ ドフ ニコ フが云 

つた。 

「い、 え。 わたくし は 死にた くないのに 死ぬ るので す。 

わたくし は 生きたい。 生き 得る 能力が ある。 それに 死 

ぬるので す。 暴力 的で 不自然ではありません か。 実際 

がさう でないなら、 わたくしの 申す 事が 空虚な 言 語 で 



忽ち ゴロ ロボ フが 微笑んだ。 ソロ ドフ ニコ フは始 て 

此 男の 微笑む の を 見た。 そして それ を 見て ぎょっとし 

た。 大きい 口が へんに ゆがんで、 殆ど 耳まで 裂けて ゐ 

る やうに なって ゐる。 小さい 目 をし つかり 瞑って ゐる _ 

その ぼやけた 顔附が 丸で 酒に 酔って おめでたく なった 

とい ふやうな 風に 見える ので ある。 ゴ 口 ロボ フは 微笑 

んで 答へ た。 「それ は 好く 知って ゐ ます。 どちらも 自 

然の 造った ものに は 違 ひありません が、 わたくしの 為 

めに は 軽重が あります。 わたくしの 霊と いふと わた 

くし 自己です。 体 は 仮の 宿に 過ぎません ご 

「でも 誰かが その 君の 体 を 打ったら、 君 だって 痛く は 



もの は 亡くなる の だ。 ドクトル • ゥラヂ ミル • イワ ノ 

ヰ ツチ ュ -ソ ロド フニ コフ とい ふ もの は 亡くなる の 

だ ご 

この 詞をー 一三 遍 繰り返して、 ソロ ドフ ニコ フは 恐怖 

きふ そく 

と 絶望と を 感じた。 心臓 は 不規則に 急 促に 打って ゐる。 

何物 かが 胸の 中 を 塞ぐ やうに 感ぜられる。 額に は 汗が 

出て 来る。 

「己と いふ もの は 亡くなつ てし まふ。 無論 さう だ。 何 

さう もく 

も かも 元の まま だ。 草木 も、 人間 も、 あらゆる 感情 も 

元の まま だ。 愛 だと かなんだ とかい ふ 美しい 感情 も 元 

のま まだ。 それに 己 だけ は 亡くなつ てし まふ。 何が あ 



のです。 それに レオニ ッド. ダレ ゴレヰ ツチ ュが巿 中 

にゐ ない ものです から ご 

レオニ ッド • グ レゴレ ヰ ツチ ュと いふの は、 巿 医で 

あつたと いふ こと を、 ソ ロド フニ コフ はやう やうの 事 

で 思 ひ 出した。 

「志願兵が 一名 小銃で 自殺し ましたの です」 と、 警部 

は 自殺者が 無遠慮 に 夜な かなん ぞに 自殺した のに、 自 

分が 代って 謝罪す る やうな 口吻で 云った。 

「見習 士官で せう」 と、 ソ ロド フニ コフは 器械 的に 訂 

正した。 

「さう でした。 見習 士官でした。 もう 御 承知です か。 



かう ば こ 

香箱 を 造って ゐる やうに なって 転がって ゐる。 室内 は 

少しも 取り乱して はない。 何もかも 二 時間 前に 見た と 

同じで ある。 

「御覧なさい。 小銃で 自殺して ゐ ます。 散弾です。 丸 

で 銃身の 半分 も ある ほど 散弾 を 詰め込んで、 銃口 を 口 

に 含んで 発射した のです。 いやはや」 と、 警部 プリ ス 

タフ は 云った。 

プ リス タフ はいろ/ \ な 差 図 をした。 体 を 持ち上げ 

て 寝台の 上に 寝かした。 赤い、 太った 顔の 巡査が 左の 

手で 自分の サ アベルの 鞘 を 握って ゐて、 右の 手で ゴロ 

ロボ フの頭 を 真直に 直して 置いて、 その 手で 十字 を 切 



なまぬる 

ソロ ドフ ニコ フはパ ンと麴 との 匂の する 生温い 水 を 

飲んだ。 その 時 歯が 茶碗に 障って がちがちと 鳴った。 

「やれやれ。 御 気分が 直りました でせ う。 さあ、 門 ま 

でお 送り 申し ませう。 死んだ もの は 死んだ ものに 致し 

て 置き ませう」 と、 プ リス タフ は 愉快ら しく 云った。 

ソ ロド フニ コフは 器械 的に 立ち上がって、 巡査の 取 

つて くれる 帽を 受け取って、 廊下へ 歩み 出した。 廊下 

はさつ きの 焼き立ての パンと 麴 との 匂の 外に、 多勢の 

いき..，^ 

人間が 置いて 行った 生生した 香が して ゐる。 それから 

階段の 所へ 出た。 

その 時 見えた 戸外の 物が、 ソロ ドフ ニコ フには 意外 
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